別紙１
上水道施設の包括的な維持管理に関する意見交換会（結果概要）
令和８年１０月３０日
豊田市上下水道局　上水運用センター
１　実施目的
今後の上水道施設の包括的な維持管理の在り方を検討するに当たり、民間事業者との意見交換を通じて、包括的な維持管理手法、官民連携の可能性、制度設計上の課題及び留意点などについて幅広く意見・提案を募集し、今後の方針検討の参考とすることを目的として実施した。

２　実施概要
・実施日時：令和８年８月１９日（水）午後１時３０分から午後３時まで
・実施場所：豊田市役所東庁舎７階　大会議室３・４
・参加事業者数：１６社
・実施方法：意見交換会形式（対面）

３　主な意見・提案内容
	提案の方向性
	内容の概要

	段階的な包括化
	短期・中期・長期に分けた段階的な包括化の進め方は現実的であるとの意見があった。一方で、民間事業者の投資や人材確保を促進するため、市として将来的な方向性を継続的に示していくことが重要との意見があった。

	実施体制の構築
	将来的な包括化を見据え、監視業務と巡回点検業務を段階的に経験できる環境を整備し、技術・ノウハウの蓄積を図るとともに、将来的には両業務を一体的に実施することが望ましいとの意見があった。

	施設再編方針の明確化
	将来的に継続使用する施設と統廃合を予定する施設を区分した施設整備方針を示すことで、重点的な維持管理や効果的な提案につながるとの意見があった。

	事業者選定手法
	価格のみではなく技術力や実施体制を評価できるプロポーザル方式が望ましいとの意見があった。また、仕様や契約内容を官民で協議しながら構築する事業パートナー方式の活用に関する提案があった。

	アセットマネジメントの推進
	劣化診断と資産管理を一体的に実施し、設備更新や維持管理計画の最適化を図るため、アセットマネジメント手法の活用を検討すべきとの提案があった。

	施設情報の整理
	包括化の検討に当たっては、施設概要、監視状況、点検頻度、通信環境等の施設情報や維持管理情報を体系的に整理する必要があるとの意見があった。

	業務の可視化
	維持管理業務の内容や業務量を明確化し共有することで、事業者からの具体的な提案や効率化検討につながるとの意見があった。

	官民対話の推進
	制度設計や事業スキームの検討に当たっては、継続的な意見交換や官民対話を行うことが重要との意見があった。


※個別事業者のノウハウに関わる内容は除外しています。

４　今後の対応方針
本意見交換会で得られた意見・提案は、上水道施設の包括的な維持管理の方向性を検討する上での参考資料として活用していく。現在、施設情報及び維持管理業務の整理・可視化を進めるとともに、劣化診断やアセットマネジメント手法の研究、包括化に向けた制度設計等について検討を進めている。今後も必要に応じて民間事業者との意見交換を実施し、実効性の高い事業スキームの構築を目指していく。

５　本意見交換会に係る問合せ先
〒471-0062 愛知県豊田市西山町5-2-8
豊田市上下水道局 上水運用センター 施設運用担当 倉橋・貴田
【電話番号：0565-31-2022／E-mail：j-unyo@city.toyota.aichi.jp】
